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宣
言
し
、
30
年
度
全
国
安
全

週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン「
新
た
な

視
点
で
み
つ
め
る
職
場　

創

意
と
工
夫
で
安
全
管
理　

惜

し
ま
ぬ
努
力
で
築
く
ゼ
ロ

災
」を
全
員
で
唱
和
し
た
。

　

技
術
研
修
会
で
は
、佐
久

間
良
県
出
納
局
工
事
検
査
課

専
門
工
事
検
査
員
が
29
年
度

工
事
検
査
結
果
を
説
明
し

た
。不
適
合
工
事
の
事
例
等

を
通
し
て
、設
備
工
事
の
品

質
を
向
上
さ
せ
る
留
意
点
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
、仕
様
書
を

熟
読
す
る
こ
と
や
基
準
等
の

把
握
、使
い
や
す
さ
や
安
全

性
等
に
関
す
る
受
注
者
か
ら

の
提
案
を
ポ
イ
ン
ト
に
挙
げ

た
。

　

阿
部
雅
彦
県
土
木
部
営
繕

課
専
門
電
気
技
師
は
、県
再

エ
ネ
・
省
エ
ネ
推
進
建
築
物

整
備
指
針
と
、
６
月
に
策
定

し
た
同
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
概
要
等
を
解
説
。「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
、
２
０
４
０
年
度

ご
ろ
を
目
標
に
県
内
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
１
０
０
％
相
当

以
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
す
、県
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、建

物
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も

の
。整
備
指
針
と
併
せ
て
県

有
建
築
物
以
外
に
も
活
用
し

て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

　

１
２
５
人
が
出
席
し
た
。

大
内
弘
之
県
空
調
衛
生
工
事

業
協
会
副
会
長
が「
大
会
と

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
安

全
管
理
・
現
場
運
営
と
、顧
客

が
満
足
す
る
設
備
の
提
供
に

生
か
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

安
全
大
会
で
は
、
橋
貴

大
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部

健
康
安
全
課
安
全
衛
生
係
長

が「
建
築
物
に
係
る
労
働
者

の
石
綿
ば
く
露
防
止
に
関
す

る
最
近
の
政
策
動
向
」と
題

し
て
講
話
。今
後
予
想
さ
れ

る
建
築
物
解
体
工
事
の
増
加

に
備
え
、石
綿
ば
く
露
防
止

対
策
を
強
化
す
る
国
の
方
針

等
を
説
明
し
、事
前
調
査
に

よ
る
石
綿
使
用
の
把
握
や
発

注
者
の
安
全
衛
生
経
費
負
担

の
必
要
性
を
説
い
た
。墜
落

制
止
用
器
具（
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
）へ
の
対
応
や
熱
中
症
へ

の
注
意
も
促
し
た
ほ
か
、県

内
建
設
業
の
労
働
災
害
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
評
価

し
た
上
で
、
さ
ら
な
る
減
少

に
向
け
て
安
全
衛
生
対
策
の

徹
底
を
呼
び
掛
け
た
。

　

東
日
本
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
の
阿
部
裕
也
さ
ん
が
安
全

　

白
河
支
部
は
６
月
11
日
か

ら
15
日
ま
で
の
５
日
間
、県

立
白
河
実
業
高
校
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ

た
。電
気
科
２
年
生
４
人
が

会
員
企
業
の
下
で
現
場
実
習

等
を
行
い 

＝
写
真  

、仕
事
に

対
す
る
心
構
え
や
電
気
設
備

工
事
業
の
中
身
な
ど
を
学
ん

だ
。

　

主
な
実
習
内
容
は
次
の
通

り
。

　

◆
東
陽
電
気
工
事
＝
内
線

部
現
場
実
習（
コ
ン
セ
ン
ト

電
源
工
事
、防
災
無
線
、照
明

器
具
取
替
）、Ｃ
Ａ
Ｄ
・
積
算
、

送
電
部
現
場
実
習（
鉄
塔
敷

巡
視
路
除
草
）◆
浅
川
電
設

＝
内
容
説
明
、現
場
同
行
実

習（
矢
吹
町
内
、玉
川
村
内
）

◆
車
田
電
気
工
業
＝
施
工
現

場
視
察
見
学
、現
場
施
工
の

流
れ
研
修
、
ケ
ー
ブ
ル
被
覆

剥
ぎ
取
り
実
習
、使
用
資
材

研
修
、現
場
実
習（
機
器
取
付

補
助
、重
量
機
器
据
付
現
場
）

※
２
面
に
生
徒
の
感
想
文
を

掲
載

　

県
総
合
設
備
協
会（
会
長
＝
大
槻
博
太
当
協
会
長
）は
７
月
12
日
、郡
山
市
の
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
30
年
度
安
全
大
会
・
技
術
研
修
会
を
開
い
た
。当
協
会
と
県

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
の
現
場
担
当
者
ら
が
、安
全
意
識
を
高
め
無
災
害
達
成
へ
の

決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、県
の
工
事
検
査
ポ
イ
ン
ト
や
建
築
物
の
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
施
策
を
学
び
、技
術
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

第
52
回
県
建
設
業
労
働
災

害
防
止
大
会
が
７
月
26
日
、

福
島
市
の
県
建
設
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、労
災
減
少
・
死
亡

災
害
絶
滅
を
目
指
し
て
、建

設
関
係
団
体
が
一
丸
と
な
っ

て
安
全
・
安
心
・
健
康
で
働
け

る
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成

に
努
め
る
こ
と
を
誓
っ
た
ほ

か
、労
災
防
止
に
功
労
・
功
績

の
あ
っ
た
事
業
場
、個
人
を

表
彰
し
た
。

　

会
員
企
業
で
は
、三
浦
電

気
工
事
が
建
設
業
労
働
災
害

防
止
協
会
県
支
部
長
賞
・
優

良
賞（
会
社
）を
受
賞
。同
・
功

績
賞（
安
全
衛
生
推
進
者
）に

同
社
の
草
野
寿
昭
さ
ん
、同
・

同（
職
長
）に
嵐
電
気
工
事
の

吉
田
英
朗
さ
ん
が
輝
い
た
。

　

29
年
度
安
全
競
争
・
電
気

工
事
部
門
は
大
槻
電
設
工
業

が
優
勝
。準
優
勝
に
高
柳
電

設
工
業
、第
１
位
に
嵐
電
気

工
事
、第
２
位
に
広
栄
電
設
、

第
３
位
に
三
浦
電
気
工
事
が

続
い
た
。昨
年
10
月
に
開
か

れ
た
第
54
回
全
国
建
災
防
大

会
で
建
災
防
会
長
賞
を
受
け

た
大
槻
電
設
工
業
が
顕
彰
を

受
け
た
。

　

大
会
に
は
１
２
０
人
が
出

席
し
た
。主
催
者
を
代
表
し

て
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
の
小
野
利
廣
支
部

長
が「
第
８
次
建
設
業
労
働

災
害
防
止
５
カ
年
計
画
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、全
力
で

行
う
安
全
活
動
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
」と
述
べ
、熱
中

症
防
止
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
防

止
な
ど
季
節
に
応
じ
た
強
化

対
策
、年
間
を
通
し
た
墜
落
・

転
落
防
止
対
策
な
ど
メ
リ
ハ

リ
の
効
い
た
事
故
防
止
対
策

の
実
施
を
訴
え
た
。

　

来
賓
の
森
戸
和
美
福
島
労

働
局
長
、鈴
木
良
治
県
土
木

部
技
監
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
や
現

場
環
境
の
改
善
な
ど
を
呼
び

掛
け
た
。秋
元
篤
史
同
局
労

働
基
準
部
健
康
安
全
課
長
が

建
設
工
事
の
労
働
災
害
発
生

状
況
と
災
害
防
止
対
策
に
つ

い
て
特
別
講
話
し
た
。

　

最
後
に「
死
亡
災
害
を
全

産
業
の
20
％
以
内
に
減
少
」

「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

確
実
な
実
施
の
推
進
」な
ど

に
重
点
的
に
取
り
組
み
、安

全
・
安
心
で
快
適
な
職
場
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

県総合設備協会

無
災
害
達
成
へ
決
意
新
た

安

全

大

会

技
術
研
修
会　

再
・
省
エ
ネ
対
策
も
学
ぶ

 

１
２
５
人
が
出
席
し
た
安
全
大
会
・
技
術
研
修
会  

安
全
競
争
優
勝
は
大
槻
電
設

建災防大会

三
浦
電
気
工
事
が
優
良
賞

生徒が電設業を体験
白河支部インターンシップ

白河実業高の就業学習支援

（
上
か
ら
）
橋
係
長
、佐
久
間
検
査
員
、阿
部
技
師

 

小
野
支
部
長（
左
）か
ら
表
彰

を
受
け
る
三
浦
電
気
工
事

（
上
）と
大
槻
電
設
工
業  
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人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

白河支部インターンシップ感想文

東陽電気工事㈱、㈱浅川電設、車田電気工事㈱で実習

　私は、今回の産業現場実習で浅川電設の方々に多くの事を学
ばせて頂きました。特に実習中一緒に行動することが長かった
天野さんには、私が悩んでいた進路の相談に乗って頂きました。

私は高校を卒業したら専門学校へ進学をするか、就職をするかで悩んでいました。天野さ
んは、お金と色々な事情はあるだろうけど、自分の好きなことをするべきだよ、と言ってく
れました。他にも、天野さんの大学時代のお話や東京で働いていた時の事を聞いて、私は
進学について前向きに考えることが出来ました。また、将来是非東京へ行って欲しい、と勧
めてくださったので、東京への興味も湧きました。現場見学では、天野さんと鈴木さんの工
事を見学しました。鈴木さんは作業がとてもスムーズかつ丁寧で、作業中も工具の使用方
法や電線の説明をしてくれました。印象に残ったのが、電気工事士が必ず腰に身に付ける
腰道具です。実際につけてみると、とても重く高所などの作業中はとても辛いものだと思い
ました。また、電気工事士は、現場にとても左右されやすく朝早く準備をして現場に向かう
こともあるそうです。実習前から、電気工事は大変だろうなと思ってはいましたが、実際に
現場に行ってみると、想像していたよりも、ただ淡々と増設の準備や材料の加工、結線など
をしていました。決して楽ではないし、安全面では細心の注意を払わなければいけない仕
事ですが、実習を終えてみると、電気工事士に将来なってもいいかなと思えました。
　今回の実習では、自分の将来、人生について、とても考えさせられました。しかし、どの
仕事にもそれなりのやりがいがあるし、たとえ自分の夢が叶わなくても、別の事でやりがい・
生きがいを見つけられたらいいなと心から思いました。浅川電設の皆さん、1週間という短
い間でしたが、とても楽しかったです。浅川電設に実習に行くことができて本当に良かった
です。実習を通して、進路、将来について真剣に向き合おうと思いました。夢を追うか就
職をするか、まだ決心はつきませんが、絶対に後悔しない道を進めるようにしたいです。

　私は、1年生の頃から将来どんな職業に就こうか考えていま
した。私は電気科なので、将来は電気に関係する仕事に就き
たいと思いました。しかし、進路については、まだ考える時

間があったので、いろいろと考えていました。そんな時、産業現場実習があると聞いた
時に、私は自分の進路を決める為には大切だなと感じました。私は「勤労は大変だ」と
父親から言われていたのですが、どれだけ大変なのかはあまり良く分かりませんでした。
ですが、私もアルバイトを始め、勤労の大切さを少しだけ知ることができました。産業
現場実習は、アルバイトより大変だなと感じ、緊張する気持ちを隠しながら、実際の会
社へ行って仕事ができるという喜びを感じながら、初日に臨みました。
　最初はすごく緊張していましたが、車田電気で働いている人達がやさしく接してくだ
さったので、とても楽しく実習を行うことができました。産業現場実習では、学校の実
習などでは見たことのない工具や配線の仕方を見ることもでき、そのやり方を少しです
が見て覚えることができました。第2種電気工事士の実技の勉強もいろいろ教えていただ
いたので、少しでも実技試験に役立てていきたいです。実習期間中に、部活動の大会が
あり、3日間しか行くことができませんでしたが、いろいろな場所へ行き、現場を見るこ
とができ、講習会で習ったことを、少しでも生かすことができたので良かったです。
　今回の現場実習では、将来自分が何になるかを決める為に必要な体験だったと思いま
す。今後の進路を決めるのに役立てていきたいと思いました。これからの自分の一生を
左右する大事な進路なので、いろいろな人に相談したり、悩んだりして、そのうえで自
分のやりたい、やってみたい仕事などをこれから見つけていこうと思います。そして自
分が選んだ就職先で、ずっと仕事を続けていければいいなと思いました。3日間という短
い時間でしたが、私の為に、いろいろな事を細かく教えていただき、ありがとうござい
ました。

　産業現場実習を終えて思ったことや感じたことは2つありま
す。
　1つ目は、仕事をする大変さです。私は東陽電気工事株式会

社という電気工事をする会社に行きました。その会社は、内線部・送電部の主に2つ
に仕事が分かれています。1日目から4日目までは内線部の仕事をしました。そこで分
かったことは、内線部は基本的に会社にいるのではなく、現場に行きその現場で電気
工事をする仕事だということです。私は、初めて電気工事の現場に行きました。現場
での作業は、失敗が許されず一歩間違えばショートしてしまい停電してしまう仕事で、
生きている電線なども扱うので感電などもしてしまう、とても緊張する仕事でした。
この仕事には、日々の努力が欠かせないと思いました。実際に、電気工事を体験しま
したが、第2種電気工事士の資格を持っているものの、私は全然勉強していなくて覚
えていませんでした。電気工事士の資格を取るにあたっては、たくさん勉強し努力し
ました。しかし、電気工事士は資格を取るだけで満足するのではなく、その後、覚え
たことを活かすための努力がとても大事だと思いました。
　2つ目は、仕事をするにあたって、コミュニケーションをとることはとでも大事だ
ということです。コミュニケーションは、普段の生活でも欠かせないものですが、仕
事になるとコミュニケーションは、命を救うために必要なのだと思いました。危ない
ことを、危ないと言えなかったり、何も伝えられなくて時に命を落とすこともありま
す。また、人と人とのつながりも、そこから生まれるものだと思いました。私は、仕
事が分からないときに会社の人に教えてもらい、それからよく話すようになり、最初
は不安だった現場実習も、とても楽しく過ごせるようになりました。
　最後に、この現場実習を通して、1週間という長い時間会社の人達といることで、
普段見えなかったものが見えるようになったり、会社の人との信頼関係なども築くこ
とができて、とても貴重な体験になりました。ここで体験したことを生かして、進学
や就職の参考にしたいと思います。5日間、ありがとうございました。

　最初は、電気工事のお仕事をしている会社だと知っていた
ので、もう少し、自分が活かせるかなと思っていました。でも、
実際は全く知らない機器を取り付けたり、使ったことのない道

具を使ったりして、とても大変でした。なので、ほとんど教えてもらいながらやってい
るのが多かったです。
　もっとピリピリしていて気まずいような雰囲気が、私の中で「働く」というイメージだっ
たのですが、皆さん楽しそうにお仕事をしていて、少し「働く」ことに対する恐怖が減り、
仕事もそんなに怖いものではないのではないかと、考え方が変わりしました。
　そして、もう一つは、同じ仕事の中でも仕事内容が大まかに分けられていて、行って
いる仕事が全然違うという点です。私の中では、もっと人が集まっていて大勢でたくさ
んの仕事をカバーしあいながら行っているイメージがあったので、何でも出来なきゃい
けないと思っていました。しかし実際には、仕事内容が分担されているので、私のイメー
ジとは全然違い、働くことに対するプレッシャーのようなものが少し軽くなりました。
　最初は5日間という実習期間に不安でいっぱいでしたが、本当に皆さんが優しく、知
らないことを教えてくださり、見たことのないものをたくさん見せていただき、不安だっ
たインターンシップがあっという間に終わってしまい、自分でも驚いています。
　私は、このインターンシップを通して、「何でもやってみなきゃ分からない」というこ
とを学ぶことができました。もちろん、技術的な面も学ぶことができましたが、それが
できるかはまだ分かりません。「やってみなきゃ分からない」という気持ちは、これから
も大切にして、たくさんのことに挑戦してみようと思えるきっかけになりました。
　また、「案ずるより産むは易し」ということわざがあるように、最初はもちろん心配し
ますが、実際にやってみると想像していたほどではない、ということもあります。あま
り心配しすぎずに、たくさんのことに挑戦してみようと思える貴重な体験をさせていた
だき、働くことに対する思いもたくさん変えることができたので、大変良いインターン
シップになりました。5日間、ありがとうございました。

仕事の大切さを実感
県立白河実業高校　向田　和真

働くことへの意識変化
県立白河実業高校　渡邊　玖音

将来を考える契機に
県立白河実業高校　近藤ひかる

進路選択へ貴重な体験
県立白河実業高校　高橋　翔哉
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当
協
会
主
催
の
30
年
度
１

級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
術

検
定
試
験（
学
科
コ
ー
ス
）準

備
講
習
会
を
受
講
し
た
会
員

企
業
所
属
の
20
人
の
う
ち
、

12
人
が
６
月
10
日
に
行
わ
れ

た
学
科
試
験
に
見
事
合
格
し

た
。合
格
率
は
60
％
で
、全
国

平
均
の
56
・
１
％
を
上
回
っ

た
。

　

一
般（
会
員
外
）参
加
３
人

を
含
む
講
習
会
受
講
者
全
体

の
合
格
者
は
14
人
で
、合
格

率
は
60
・
３
％
。

　

会
員
企
業
の
資
格
取
得
者

増
加
を
図
る
た
め
、当
協
会

で
は
毎
年
、学
科
・
実
施
試
験

前
に
準
備
講
習
会
を
開
い
て

お
り
、今
年
度
は
５
月
25
～

27
日
に
学
科
試
験
の
講
習
を

行
っ
た
。実
地
試
験（
10
月
14

日
）の
準
備
講
習
会
開
催
は

９
月
下
旬
を
予
定
し
て
い

る
。

れ
、各
県
協
会
が
技
術
者
育

成
や
担
い
手
確
保
、働
き
方

改
革
な
ど
の
現
状
・
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。当

協
会
か
ら
は
八
巻
正
隆
副
会

長
、大
内
厚
専
務
理
事
が
出

席
し
た
。

　

八
巻
副
会
長
は
じ
め
各
県

代
表
が
現
状
等
を
報
告
し
た

後
、①
各
県
の
工
事
発
注
状

況
②
担
い
手
の
確
保
と
働
き

方
改
革
③
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
④
電

気
通
信
工
事
施
工
管
理
技
術

検
定
⑤
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
⑥
魅
力
あ
る
業

界
づ
く
り
⑦
電
気
設
備
工
事

に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
―
な
ど

を
テ
ー
マ
に
懇
談
し
た
。

　

本
県
は
、若
手
技
術
者
の

育
成（
技
術
力
向
上
）に
つ
い

て
問
題
提
起
。今
ま
で
培
っ

て
き
た
知
識
、
経
験
、
ア
イ

デ
ア
を
若
手
技
術
者
に
迅

速
・
的
確
に
伝
え
る
重
要
性

を
訴
え
た
。

　

東
北
６
県
電
業
協
会
の
今

年
度
役
員
懇
談
会 

＝
写
真
＝  

が
７
月
26
日
、宮
城
県
の
奥

州
秋
保
温
泉
・
蘭
亭
で
開
か

　

当
協
会
の
第
９
回
親
善
ゴ

ル
フ
大
会
が
６
月
５
日
、
い

わ
き
市
の
小
名
浜
オ
ー
シ
ャ

ン
ホ
テ
ル
＆
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
開
か
れ
、正
会
員
と
賛
助

会
員
、友
好
団
体
か
ら
合
わ

せ
て
34
人
が
参
加
し
、競
技

を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
深

め
た
。熱
戦
の
結
果
、小
林
正

典
さ
ん
が
グ
ロ
ス
84
、
ネ
ッ

ト
69
・
６
の
好
ス
コ
ア
で
優

勝
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
通

り
。

　

▽
優
勝
＝
小
林
正
典（
ヤ

ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
仙
台
支
店
）▽
準
優
勝
＝

大
内
厚（
県
電
設
業
協
会
）▽

第
３
位
＝
小
柳
浩（
県
設
備

設
計
事
務
所
協
会
）▽
第
４

位
＝
渡
辺
良
邦（
ワ
イ
ム
）▽

第
５
位
＝
吉
田
政
夫（
中
野

電
工
）

 

記
念
撮
影
す
る
参
加
者  

▽
出
身
地
／
大
分
県
別
府
市

▽
生
年
月
／
昭
和
33
年
３
月

▽
趣
味
／
音
楽
・
ゴ
ル
フ

▽
座
右
の
銘
／
「
七
つ
の
習

慣
」の
言
葉

▽
今
後
の
目
標
／
今
年
４
月

よ
り
佐
藤
前
社
長
の
後
任
と

し
て
代
表
取
締
役
を
拝
命
し

ま
し
た
。前
年
度
ま
で
は
㈱

九
電
工
東
北
支
社
長
と
し
て

６
年
間
、仙
台
の
事
業
所
で

営
業
活
動
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、
ご
縁
が
あ

り
ま
し
て
、三
友
電
設
㈱
が

九
電
工
グ
ル
ー
プ
会
社
と
な

り
ま
し
た
の
で
、定
年
退
職

し
た
私
が
社
長
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、

家
内
と
共
に
郡
山
市
に
移
り

住
ん
で
生
活
環
境
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、会
社
に
対
す
る
私

の
思
い
で
す
が
、昭
和
50
年

創
業
か
ら
43
年
の
歴
史
を
３

名
の
社
長
が
盛
り
立
て
て
き

ま
し
た
。そ
の
ご
尽
力
に
恥

じ
な
い
会
社
運
営
を
目
指

し
、
お
客
様
が
満
足
す
る
技

術
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
社
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
努
力
す
る
所
存
で

す
。

　

福
島
県
は
ま
だ
知
ら
な
い

所
も
多
く
、駆
け
出
し
の
新

米
で
す
が
、今
後
は
一
生
懸

命
、地
元
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
、良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
６
年
前
に
は
、小
松

電
工
の
中
に
介
護
事
業
部
を

立
ち
上
げ
、老
人
福
祉
の
分

野
で
も
、地
域
密
着
型
の
企

業
経
営
を
目
指
し
、奮
闘
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
建
築
業
は
公

民
問
わ
ず
、工
事
の
発
注
量

が
先
細
り
的
に
減
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
い

わ
き
地
区
に
お
い
て
は
、作

業
員
の
高
齢
化
お
よ
び
若
者

に
お
け
る
現
場
離
れ
等
、現

場
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
は
作
業
員
の

増
員
を
図
り
な
が
ら
、作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、新
工

法
の
活
用
、作
業
の
標
準
化

を
検
討
し
、企
業
の
体
力
の

強
化
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

小
松
電
工
も
創
業
47
年
と

な
り
ま
す
が
、ま
ず
は
常
に
、

何
事
に
も
問
題
意
識
を
持
ち

な
が
ら
、企
業
と
し
て
の
進

化
を
や
め
ず
、現
在
進
行
形

の
企
業
と
し
て
勇
往
邁
進
し

て
参
り
ま
す
。

▽
出
身
地
／
い
わ
き
市

▽
生
年
月
／
昭
和
47
年
11
月

▽
趣
味
／
妻
と
の
う
ま
い
も

の
巡
り

▽
座
右
の
銘
／
笑
う
門
に
は

福
来
る

▽
今
後
の
目
標
／
大
学
卒
業

後
、電
気
工
事
の
仕
事
に
携

わ
り
24
年
、今
年
の
４
月
よ

り
現
会
長
の
父
か
ら
重
責
を

継
承
い
た
し
ま
し
た
。時
代

が「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」と
の
流
れ
の
中
、工
事
会

社
へ
就
職
し
、建
築
不
況
の

最
中
、仲
間
で
あ
る
当
社
社

員
と
と
も
に「
技
術
は
力
」を

合
言
葉
に
、技
術
を
磨
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
復

旧
、復
興
工
事
に
お
い
て
は
、

社
員
一
丸
と
な
り
、微
力
な

が
ら
地
域
復
興
の
お
手
伝
い

▽
出
身
地
／
会
津
若
松
市

▽
生
年
月
／
昭
和
52
年
３
月

▽
今
後
の
目
標
／
大
学
卒
業

後
に
、山
形
の
電
気
設
備
工

事
会
社
で
修
業
さ
せ
て
い
た

だ
き
、平
成
20
年
に
会
津
に

戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。今

年
で
10
年
目
を
迎
え
、
４
月

よ
り
代
表
取
締
役
を
拝
命
し

ま
し
た
。

　

現
在
、県
内
の
建
設
業
の

現
状
は
復
興
関
連
工
事
の
需

要
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、作
業

員
も
県
外
に
戻
り
つ
つ
あ
り

依
然
と
し
て
先
行
き
は
不
透

明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
、政
府
で
は
停

滞
す
る
成
長
戦
略
に
テ
コ
入

れ
す
べ
く「
建
設
業
働
き
方

改
革
加
速
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
策
定
さ
れ
、具
体
的
に
は

長
時
間
労
働
の
是
正
、給
与
・

社
会
保
険
、生
産
性
の
向
上

の
３
つ
の
分
野
で
新
し
く
施

策
を
進
め
て
い
く
と
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
、実
施
に
は
猶
予
が

あ
り
ま
す
が
、一
朝
一
夕
に

は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
い
ま

か
ら
働
き
方
改
革
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。弊
社
も
中
期
経
営

計
画
を
策
定
し
、昨
今
の
環

境
下
を
生
き
残
る
た
め
に
安

定
的
・
持
続
的
な
事
業
量
の

確
保
お
よ
び
事
業
環
境
の
整

備
に
も
取
り
組
む
と
と
も

に
、御
客
様
に
選
ん
で
い
た

だ
け
る
企
業
を
目
指
し
て
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福島営業所　ＴＥＬ（024）553-4165
郡山営業所　ＴＥＬ（024）934-3065
いわき営業所　ＴＥＬ（0246）75-0700
楢葉営業所　ＴＥＬ（0240）23-6155

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

協会のうごき
【６月】
　４日 •第１回広報委員会
　５日 •第９回親善ゴルフ大会
　11日～
　　15日

•白河支部　インターンシップ

　21日 •会津支部例会
　25日 •福島支部例会
【７月】

　４日 •会津支部　会津若松建設事務所管内不点調査
　10日 •会津支部　喜多方建設事務所管内不点調査
　10日～
　　12日

•郡山支部　インターンシップ　

　12日 •
•

第１回技術・安全委員会
平成30年度安全大会・技術研修会

　17日 •会津支部　南会津建設事務所管内不点調査
　26日 •会津支部例会

三
友
電
設
㈱

　
　
代
表
取
締
役

田
原　

賢
二

小
松
電
工
㈱

　
　
代
表
取
締
役
社
長

小
松　

諭
司

㈱
富
士
工
業
商
会

　
　
代
表
取
締
役

中
島　

則
弘

代
表
者
変
更 合

格
率
60
％　

実
地
講
習
９
月
開
催

１級電気工事
施工管理技士

受
講
者
12
人
が
学
科
突
破

第
９
回
親
善 

ゴ
ル
フ
大
会

小
林
さ
ん
が
優
勝

若
手
育
成
な
ど
で
懇
談　

東
北
６
県

電
業
協
会

電気使用安全月間
2018年８月1日～31日

平成30年度重点活動テーマ
•日頃から電気の安全を心がけ、かしこく上手に使

　いましょう

•自家用設備の電気事故は、適切な保守点検と計

　画的な更新で防ぎましょう

•地震、雷、風水害などの自然災害にそなえ、日

　頃から電気の安全に努めましょう
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７
月
半
ば
、白
河
消
防
署

と
東
陽
電
気
工
事
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た 

＝
写
真  

。両
者
と
も
社
会

人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

初
め
て
の
経
験
で
し
た
。弊

社
社
員
、私
を
含
め
４
名
を

受
け
入
れ
し
て
い
た
だ
く
形

と
な
り
ま
し
た
。地
域
を
支

え
る
公

共
機
関

と
民
間

企
業
の

相
互
理

解
、
そ

し
て
社

員
の
人

材
育
成
の
一
環
と
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

消
防
の
基
本
的
な
知
識
か

ら
訓
練
礼
式
、警
防
訓
練
、放

水
訓
練
、
搬
送
訓
練
、
ロ
ー

プ
を
使
用
し
た
降
下
訓
練
と

本
格
的
で
し
た
。真
剣
に
取

り
組
む
姿
、
お
互
い
の
仕
事

の
意
見
交
換
を
通
し
て
、今

後
の
個
々
の
成
長
そ
し
て
会

社
の
成
長
に
大
き
く
刺
激
さ

れ
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、業
種
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
き
た
も
の
を
守

り
つ
つ
、業
界
の
垣
根
を
越

え
て
、地
域
を
支
え
る
人
材

の
育
成
に
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・

石
川
格
子
）。

　

県
が
管
理
し
て
い
る
喜
多

方
市
熱
塩
加
納
町
地
内
の
日

中
ダ
ム（
湖
名
＝
ひ
ざ
わ
湖
）

で
、施
設
に
関
連
す
る
各
種

団
体
が
主
催
と
な
り
、
７
月

22
日
に「
日
中
ひ
ざ
わ
湖
ま

つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。会

津
支
部
も
協
力
団
体
と
し
て

参
加（
リ
フ
ト
車
試
乗
担
当
）

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、私
も
家
内
と
２
人

で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
ダ
ム
周
辺
の
森
・
湖
に
親

し
む
機
会
の
提
供
、河
川
等

の
重
要
性
に
理
解
を
深
め
、

地
域
に
寄
与
す
る
事
が
目
的

の
ま
つ
り
」と
の
こ
と
で
し

た
が
、家
族
連
れ
、小
中
学
生

な
ど
若
者
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。元
気
な
小
中
学

校
の
子
供
た
ち
は
、
ダ
ム
の

堤
体
登
り
を
し
た
り
、巡
視

用
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
の
巡

視
体
験
な
ど
様
々
な
催
し
物

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
普
段
見
る
機
会
の
無

い「
日
中
発
電
所
」の
内
部
を

ガ
イ
ド
付
き
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。暑
い
日
で
し

た
が
、
ダ
ム
堤
体
よ
り
吹
き

上
げ
て
く
る
風
が
体
に
心
地

よ
い
一
日
で
し
た（
㈱
森
口

電
気
商
会
・
森
口
和
広
）。

 

リ
フ
ト
車
に
試
乗
体
験
す
る

親
子  

　

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
７
月
の
初
め
に
当

社
の
社
員
が
地
域
で
開
催
さ

れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
、

若
手
社
員
を
中
心
に
何
人
か

の
野
球
経
験
者
を
含
め
た
即

席
の
チ
ー
ム
で
、練
習
も
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ま
り

期
待
を
し
な
い
で
応
援
に
行

き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、試
合
の
結
果

は
な
ん
と
１
回
戦
を
11
対
６

で
勝
利
し
て
２
回
戦
へ
進

出
。前
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム

と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

両
投
手
の
投
げ
合
い
で
、守

備
は
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
き
の

中
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
も
出

て
緊
迫
し
た
試
合
と
な
り
ま

し
た
が
、大
会
規
定
に
よ
る

時
間
切
れ
で
、
１
点
差
の
４

対
３
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
も
予
想
以
上
の
健

闘
に
久
々
に
私
も
熱
く
な
り

ま
し
た
。即
席
の
チ
ー
ム
結

成
で
し
た
が
、一
人
一
人
の

力
量
を
把
握
し
て
適
正
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
配
置
し
、戦
略

を
考
え
て
打
順
を
組
む
こ
と

で
善
戦
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
も
仕
事
に
通
じ

る
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

り
、今
後
も
こ
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
で
き
る

よ
う
応
援
し
て
い
き
た
い
と

感
じ
ま
し
た（
高
柳
電
設
工

業
㈱
・
高
野
祐
二
）。

　

初
め
て
リ
ビ
ン
グ
か
ら
廊

下
へ
出
た
時「
こ
こ
は
何
処

だ
？
」
と
で
も
言
い
た
げ
に

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
行
っ
て
は
戻

り
、
ま
た
行
っ
て
は
戻
り
を

繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
私
の

寝
室
に
到
着
。楽
し
そ
う
と

い
う
よ
り
恐
る
恐
る
家
の
中

を
探
検
し
た「
し
ょ
う
ち
ゃ

ん
」で
し
た
が
、分
か
っ
て
し

ま
え
ば
こ
っ
ち
の
も
の
と
、

す
ぐ
に
そ
こ
ら
中
を
走
り
回

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
あ
、今
日
は
初
め
て
の

散
歩
で
す
。ハ
ー
ネ
ス
安
全

帯
を
装
着
し
準
備
完
了
。早

速
外
へ
出
ま
し
た
が
、庭
先

か
ら
道
路
へ
出
る
の
も
や
は

り
怖
い
様
子
で
、
な
か
な
か

歩
き
出
そ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　

や
っ
と
の
思
い
で
道
路
へ

出
た
時
、向
こ
う
か
ら
１
台

の
車
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
車
に
驚
い
た
彼

は
、背
中
を
丸
め
な
が
ら
勢

い
よ
く
後
ず
さ
り
し
、
あ
ろ

う
事
か
、
ハ
ー
ネ
ス
か
ら
抜

け
出
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
ま
ま
、近
所
の
家
の
庭

に
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
逃
げ
込
ま

れ
、家
の
人
に
声
を
掛
け
る

こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、必
死

で
追
い
か
け
、捕
ま
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ハ
ー
ネ

ス
が
き
つ
い
と
可
哀
想
だ
と

思
い
緩
め
に
し
た
こ
と
が
災

い
と
な
り
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ

ド
キ
の
初
め
て
の
散
歩
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た（
旭

電
気
工
事
㈱
・
渡
部
昌
彦
）。

　

福
島
支
部
研
修
旅
行
を
７

月
15
日
か
ら
17
日
の
２
泊
３

日
で
、支
部
会
員
お
よ
び
同

伴
家
族
合
わ
せ
て
８
名
に
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
の
訪
問
先
は
台
湾
・

台
北
で
す
。短
い
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、参
加
者
は

台
湾
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
・

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

併
せ
て
、台
湾
の
食
事
や
お

茶
文
化
な
ど
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

台
湾
は
親
日
の
友
好
国
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、東
日

本
大
震
災
の
時
は
２
０
０
億

円
以
上
と
も
い
わ
れ
る
義
援

金
を
被
災
地
に
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、人
的
支

援
と
し
て
救
援
隊
を
ど
の
国

よ
り
も
先
に
送
っ
て
く
れ
た

こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

国
際
問
題
に
お
い
て
、国

家
と
し
て
の
外
交
が
十
分
と

は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す

が
、民
間
外
交
は
活
発
に
行

わ
れ
て
お
り
、多
く
の
地
域
・

団
体
が
姉
妹
締
結
な
ど
を
結

ん
で
い
ま
す
。福
島
県
に
お

い
て
も
福
島
空
港
の
連
続

チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
定
期
便
の

開
設
な
ど
活
発
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

会
員
も
お
り
、
あ
わ
せ
て
、

も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
魅

力
的
な
場
所
に
な
っ
た
研
修

旅
行
で
あ
り
ま
し
た（
㈱
電

工
社
・
作
田
謙
太
郎
）。

　

最
近
の
過
酷
な
気
象
状
態

は
、真
剣
な
健
康
管
理
が
必

要
で
す
。特
に
建
設
業
に
関

わ
る
業
態
は
、作
業
者
や
社

員
の
健
康
と
命
を
守
る
こ
と

が
責
務
で
あ
り
、全
て
の
対

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。そ
こ
で
、小
生
の
熱
中

症
対
策
を
紹
介
し
た
い
。

　

対
策
は
①
寝
床
に
入
る
前

に
大
き
な
コ
ッ
プ
で
白
湯
を

一
杯
飲
む
。体
を
暖
め
て
休

み
ま
す
②
枕
元
に
水
と
白
湯

を
準
備
し
て
目
が
覚
め
る
た

び
に
飲
み
、起
床
時
に
全
て

飲
み
干
す（
約
１
㍑
）③
朝
食

は
白
湯
と
ス
ポ
ー
ツ
系
ド
リ

ン
ク
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
ス

等
で
１
㍑
補
給
④
午
前
中
に

炭
酸
水
、水
等
を
２
㍑
以
上

飲
む
⑤
朝
・
昼
・
夕
食
は
必
ず

食
べ
、毎
食
１
㍑
の
白
湯
を

飲
む
⑥
午
後
３
時
～
５
時
の

間
に
塩
分（
梅
干
し
、
も
ず

く
酢
等
）と
共
に
１
㍑
以
上

飲
む

　

水
分
補
給
を
し
す
ぎ
て
病

気
に
な
っ
た
方
は
い
ま
せ

ん
。
疲
れ
る
・
眠
い
・
足
が
つ

る
・
肩
こ
り
・
頭
痛
の
ほ
と
ん

ど
が
脱
水
状
態
。ゴ
ル
フ
場

で
は
さ
ら
に
３
㍑
補
給
し
ま

し
ょ
う
。
ビ
ー
ル
、
コ
ー

ヒ
ー
、
お
茶
、
カ
フ
ェ
イ
ン

系
は
絶
対
ダ
メ
。熱
中
症
は

自
己
管
理
が
で
き
ず
に
起
き

る
健
康
被
害
で
す
。日
々
気

を
付
け
て
、家
族
や
他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
生
き
方
を

し
ま
し
ょ
う
ね（
三
浦
電
気

工
事
㈱
・
三
浦
光
博
）。

会

員

の

声

福

島

支

部

郡

山

支

部

白

河

支

部

相

双

支

部

会

津

支

部

い
わ
き
支
部

歴
史
な
ど
学
ん
だ

台
湾
研
修
旅
行

初
め
て
の
社
会
人 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

小
生
の
熱
中
症
対
策

初
め
て
の
散
歩

ひ
ざ
わ
湖
ま
つ
り

　

今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、皆
様
お

変
わ
り
有
り
ま
せ
ん
か
？

　

子
供
の
頃
は
、夏
休
み
が

待
ち
遠
し
く
て
、
プ
ー
ル
に

花
火
大
会
に
お
祭
り
、夏
だ

か
ら
こ
そ
楽
し
め
る
行
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
！
だ
っ
た
気

が
し
ま
す
。
今
は
と
い
う

と
・
・
・
暑
さ
に
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
間
に
、
い
つ
の
ま
に

か
次
の
季
節
が
巡
っ
て
き
て

し
ま
い
ま
す
。も
う
ち
ょ
っ

と
、季
節
を
楽
し
め
る
余
裕

が
持
て
る
と
い
い
な
ぁ
と
感

じ
て
は
い
る
の
で
す
が
、季

節
が
過
ぎ
る
の
は
年
々
早
く

な
る
一
方
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
暑
い
日
が
続
く

と
、熱
中
症
予
防
に
と
冷
房

の
中
で
お
水
を
た
く
さ
ん
飲

ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

逆
に
体
の
む
く
み
や
だ
る
さ

が
目
立
ち
、疲
れ
が
と
れ
に

く
く
な
っ
て
き
ま
す
。時
に

は
温
か
い
お
茶
や
白
湯
を
飲

ん
だ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
補

給
す
る
な
ど
、水
分
の
取
り

方
も
一
工
夫
が
必
要
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
疲

れ
を
溜
め
な
い
よ
う
に
、
い

つ
も
以
上
に
休
息
を
と
り
な

が
ら
、上
手
に
こ
の
暑
い
夏

を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す（
事
務
局
・
佐
々
木
樹

代
）。

若
い
力
で
大
健
闘
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